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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集

合
。
日
程
説
明
の
後
、
早

川
講
師
の
挨
拶
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
早
速
、
分
乗
し
て
有
賀
建

具
店
さ
ん
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
作
品
の
展
示
さ
れ
た
作
業
場

で
、こ
れ
ま
た
作
品
の
様
々
な

椅
子
に
座
っ
て
、親
方
の
講
義

を
受
講
。木
材
の
調
達
方
法
や

材
見
本
を
見
な
が
ら
の
木
の

特
徴
と
用
途
の
説
明
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
奥
様
手
作
り
の
ケ
ー
キ
と
暖
か

い
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
き
な
が
ら
、

暫
し
休
憩
。ご
ち
そ
う
さ
ま
で

し
た
。

1010101010
時時時時時

　　　　　
講
義
再
開
。
展
示
さ
れ
て
い
る

種
々
の
作
品
に
使
わ
れ
て
い

る
木
に
つ
い
て
も
説
明
し
て

頂
く
。

1111111111
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
乾
燥
の
仕
方
や
材
の
挽
き
方
と

い
っ
た
質
疑
応
答
。
そ
し
て
、

杢
や
自
然
塗
料
に
つ
い
て
の

親
方
の
お
話
し
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
有
賀
建
具
店
さ
ん
で
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
へ
向
け
て
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催催催催催
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材
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表
情
、

『
材
の
表
情
、

『
材
の
表
情
、

『
材
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表
情
、

『
材
の
表
情
、
丸
太
の
姿
』

丸
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の
姿
』

丸
太
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姿
』

丸
太
の
姿
』

丸
太
の
姿
』

 

　
錦
秋
に
は
ま
だ
少
し
は
や
い

け
れ
ど
も
、
そ
の
紅
黄
葉
の
彩
り

に
負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い
色
と
り

ど
り
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

樹
々
の
板
。
初
日
の
午
前
中
に

伺
っ
た
有
賀
建
具
店
さ
ん
で
は
、

様
々
な
色
や
木
目
・
感
触
を
持
つ

材
や
各
種
の
家
具
作
品
、
そ
れ
ら

を
作
る
た
め
の
機
械
に
囲
ま
れ

て
、
し
か
も
お
茶
や
お
菓
子
を
御

馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
親
方
の

「
基
本
的
に
は
ど
ん
な
曲
が
り
材

で
も
端
材
で
も
何
ら
か
の
使
い
道

は
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
山
の

手
入
れ
を
手
が
け
る
者
と
し
て
は

嬉
し
い
お
話
で
し
た
。
さ
て
午
後

は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の

伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
。
丸
太
は
ど

ん
な
姿
で
売
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
。

節
の
有
無
や
心
材
の
状
態
、
特
に

直
材
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
建
築

材
と
し
て
の
需
要
の
性
か
。
姿
見

に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、入
札
で
は
、す
べ
て

の
椪
が
市
場
指
値
よ
り

高
値
で
落
札
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
二
日
目
は
枝
打
ち
。
節

は
材
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
板
や
柱
に
節
が
出

て
く
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
丸
太

の
輪
切
り
を
見
た
あ
と
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
製
材
で
丸
太
を
挽
い
て
み

る
と･･･

な
る
ほ
ど
、
無
節
に
す

る
に
は
枝
打
ち
の
丁
寧
さ
は
も
ち

ろ
ん
時
期
も
大
事
。
　
枝
打
ち
を

す
る
そ
の
一
番
大
き
な
目
的
は
、

保
科
先
生
が
言
わ
れ
た
「
付
加
価

値
を
つ
け
る
」こ
と
。
な
の
で
「
中

途
半
端
な
枝
打
ち
は
や
ら
な
い
方

が
ま
し
、
枝
打
ち
は
量
よ
り
質

で
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
ま
れ
、
自
作
の
ぶ
り
縄
で
、

あ
る
い
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
や

あ
ぶ
み
を
使
っ
て
木
に
登
り
、
き

れ
い
に
枝
打
ち
さ
れ
た
林
は
、

す
っ
き
り
と
美
し
い
。

出
発
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
セ
ン
タ
ー
着
後
、
高
見
所
長
さ

ん
よ
り
、森
林
組
合
や
市
場
の

仕
組
み
、
最
近
の
丸
太
市
況
、

入
札
手
順
の
講
義
を
受
け
る
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
材
見
本
の
樹
種
名
ク
イ
ズ
。
見

て
・
触
っ
て
・
匂
い
を
調
べ

て･･･

。一
番
軽
い
の
は･･･

こ

の
匂
い
は･･･

。

1414141414
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
直
近
の
市
況
表
を
片
手
に
、
こ

の
日
の
た
め
に
用
意
し
て
頂

い
た
椪
を
、所
長
さ
ん
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
検
分
し
て
ゆ

く
。
曲
が
り
・
節
・
心
材
の
色
・ チェーンソー製材で節を見てみる

様々な色・目・感触

姿を吟味
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年
輪
幅･･･

。

1515151515
時時時時時

　
模
擬
入
札
開
始
。
活
発
な
商
い

の
な
か
、比
較
的
高
値
の
落
札

と
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1515151515
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
ク
イ
ズ
の
答
え
を
お
聞
き
し
て

見
学
を
終
え
る
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
小
屋
着
後
、
講
師
講
評
と
諸
連

絡
に
て
、
終
了
、
解
散
。

　　　　　
1010101010
月月月月月
1414141414
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、早
川
講
師
の

挨
拶
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
特
別
講
師
の
保
科
先
生
の
挨
拶

と
講
義
。枝
打
ち
の
目
的
に
始

ま
り
、
山
林
経
営
観
ま
で
。

99999
時時時時時

　　　　　
保
科
先
生
が
、
持
参
の
丸
太
の

輪
切
り
サ
ン
プ
ル
を
使
っ
て
、

枝
打
ち
の
状
態
の
説
明
と
枝

打
ち
方
法
を
講
義
。
ま
た
、
あ

ぶ
み
や
ナ
タ
の
道
具
も
見
せ

て
い
た
だ
く
。

99999
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
こ
れ
ま
た
保
科
先
生
持
参
の
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
を
園
田
さ
ん
が

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
製
材
。イ
ン
ト

ラ
藤
原
さ
ん
が
枝
打
ち
状
態

を
解
説
。

1010101010
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
各
班
に
分
か
れ
て
ロ
ー
プ
の
ア

イ
加
工
。
口
差
し
は
、
本
線
を

左
手
に
持
ち
、解
い
た
先
端
を

ラジコン一人集材

輪
に
し
て
右
手
で
持
っ
て
き

て
、
一
番
真
ん
中
・
二
番
左
・

ひ
っ
く
り
返
し
て･･･

。

1111111111
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
小
屋
横
の
ヒ
ノ
キ
林
で
、
ぶ
り

縄
木
登
り
の
練
習
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
昼
食
。
島
﨑
先
生
が
小
屋
へ
。

1313131313
時時時時時

　
島
﨑
先
生
が
先
ほ
ど
の
ヒ
ノ
キ

丸
太
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
製
材

で
柱
角
に
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
分
乗
し
て
現
場
へ
向
か
う
。

1313131313
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
高
烏
谷
山
の
麓
の
ヒ
ノ
キ
林

着
。
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
す
。

1414141414
時時時時時

　
保
科
先
生
に
よ
る
枝
打
ち
実
演

の
あ
と
、各
班
に
分
か
れ
て
枝

打
ち
。
ぶ
り
縄
で
の
枝
打
ち

　
早
い
も
の
で
、
こ
の
三
日
間
で

今
年
度
の
専
門
コ
ー
ス
も
終
了
と

な
り
ま
す
。
春
・
夏
と
六
日
間
伐

倒
を
行
っ
て
き
て
、
伐
れ
ば
出
し

て
使
い
た
い
と
思
わ
れ
た
か
ど
う

か
。
塾
生
の
方
の
希
望
で
、
今
回

は
ま
ず
、
キ
ャ
タ
ト
ラ
集
材
か

ら
。
し
か
も
ラ
ジ
コ
ン
を
使
っ
た

一
人
集
材
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

初
日
午
後
と
二
日
目
は
雨
と
な

り
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
ア
イ
加
工
や

ロ
ー
プ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
プ
ラ
イ
ス

の
習
熟
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
日

目
は
午
前
中
に
集
材
を
し
て
、

キ
ャ
タ
ト
ラ
集
材
の
特
徴
を
把
握

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

     

『
出
す
と
伐
る
』

『
出
す
と
伐
る
』

『
出
す
と
伐
る
』

『
出
す
と
伐
る
』

『
出
す
と
伐
る
』

し
、
午
後
は
そ
の
集
材
に
応
じ
た

伐
倒
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
を

考
え
た
伐
木
造
材
の
実
践
と
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
伐
る
こ
と
と
出
す
こ
と
を

考
え
た
伐
倒
の
間
に
あ
る
も

の･･･

使
用
す
る
搬
出
機
械
の
特

徴
か
ら
伐
倒
を
工
夫
す
る
こ
と
の

意
味
、
木
の
傾
き
と
搬
出
方
向
が

違
う
場
合
に
要
求
さ
れ
る
技

術･･･

な
ど
、
出
す
と
伐
る
を
一

連
で
考
え
る
伐
木
造
材
に
は
、
何

を
求
め
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
そ
の
実
践
で
は
何
が
も
た

ら
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ロープアイ加工、先ずは口差し

縄と手木で

は
、
降
り
る
余
力
を
考
え
て
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
や
先
生

の
あ
ぶ
み
も
使
っ
て
み
ま
し

た
。

1515151515
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
特
別
講
師
講
評
。
諸
連
絡
を
し

て
終
了
、
解
散
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

参
加
者
／
石
垣
さ
ん
、
石
田
さ

ん
、
石
原
さ
ん
、
井
上
さ
ん
、

榎
さ
ん
、
大
村
さ
ん
、
小
池
さ

ん
、
坂
上
さ
ん
、
高
野
さ
ん
、

高
橋
さ
ん
、
長
田
さ
ん
、
堀
江

さ
ん
、山
本
さ
ん
、吉
永
さ
ん
、

園
田
さ
ん
、
長
坂
さ
ん
、
竹
内

さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
後
藤
、
藤
原
、

坂
野



森　林　塾　通　信平成１8 年度(2006)第7 号1 0月2 6日(3)

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

　　　　　
1010101010
月月月月月
55555
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
〜

　
　
　
　
　
〜
77777
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

一
日
目

88888
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
の
あ
と
、早
速
現
場

へ
。

88888
時時時時時
5555555555
分分分分分

　
キ
ャ
タ
ト
ラ
集
材
開
始
。
ラ
ジ

コ
ン
を
使
っ
て
、一
人
集
材
と

運
搬
を
交
互
に
や
っ
て
み
る
。

1111111111
時時時時時
4040404040
分分分分分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
が
降
り
出
し
て
き
た
の
で
、

作
業
を
終
え
、
小
屋
へ
。

1111111111
時時時時時
5050505050
分分分分分

          

昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
の
た
め
、
予
定
を
変
更
し

て
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
ア
イ
加
工
。

割
り
差
し
に
て
。

1515151515
時時時時時
2020202020
分分分分分

          

ア
イ
加
工
を
終
了
し
、
列
状
間

伐
や
針
広
混
交
林
の
林
分
調

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

　
　
ム
サ
サ
ビ

　
　
ム
サ
サ
ビ

　
　
ム
サ
サ
ビ

　
　
ム
サ
サ
ビ

　
　
ム
サ
サ
ビ
　

　
島
﨑
先
生
の
小
屋
横
の
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
林
を
間
伐
し
て
い
た

地
主
の
建
石
洋
一
さ
ん
が
、
知
ら

ず
に
モ
モ
ン
ガ
の
巣
が
あ
る
サ
ワ

ラ
を
倒
し
て
し
ま
っ
た
事
は
二
年

少
し
前
の
森
林
塾
通
信
に
書
き
ま

し
た
。
そ
の
モ
モ
ン
ガ
は
メ
ロ
ン

パ
ン
大
の
巣
を
サ
ワ
ラ
の
枝
に

作
っ
て
い
た
模
様
で
、
し
ば
ら
く

の
間
は
倒
さ
れ
た
サ
ワ
ラ
の
枝
の

下
に
隠
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。「
相
す
ま
ぬ
！
！
」
と

思
っ
て
り
ん
ご
や
野
菜
ク
ズ
を
置

い
て
あ
げ
た
ら
、
特
に
り
ん
ご
は

き
れ
い
に
食
べ
た
み
た
い
だ
よ
、

と
建
石
さ
ん
。
何
日
か
後
、
隣
の

え
つ
つ
伐
倒
。樹
の
傾
き
と
集

材
方
向
が
違
え
ば
ど
う
や
っ

て
伐
倒
を
す
る
か
。
　

1616161616
時時時時時

　
三
日
間
の
作
業
を
終
了
し
、
講

師
講
評
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
熊
木
さ
ん
、
神
保
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

　　　　　
1111111111
月月月月月
22222
〜〜〜〜〜
44444
日日日日日
（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集

め
た
三
日
間
で
す
。
測
樹
や
伐
木

造
材
、
そ
し
て
簡
単
な
集
材
を

や
っ
て
み
ま
す
。
盛
り
沢
山
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
ひ
と

つ
で
も
お
持
ち
帰
り
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
初
日
は
9
時
に
、
二
日
目
・
三

日
目
は
8
時
30
分
に
、
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三

第
十
三
・・・・・
十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
　

十
四
回
　

     

1212121212
月月月月月
11111
・・・・・
22222
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き
・・・・・
復
習
復
習
復
習
復
習
復
習

　
移
動
式
炭
化
炉
を
使
っ
て
、
で

き
れ
ば
ド
ラ
ム
缶
で
も
炭
焼
き
を

し
て
み
ま
す
。
材
の
仕
込
み
、
火

入
れ
の
後
は
火
の
番
で
す
。
そ
の

間
は
、
学
習
会
と
少
し
早
い
忘
年

会
。
可
能
な
方
は
、
小
屋
宿
泊
で

査
法
な
ど
の
質
疑
応
答
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
終
了
、
解
散
。

二
日
目

88888
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
。

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
今
日
も
雨
。
な
の
で
、
神
保
さ

ん
は
ワ
イ
ヤ
ー
ア
イ
加
工
の

復
習
を
、熊
木
さ
ん
は
ロ
ー
プ

の
シ
ョ
ー
ト
ス
プ
ラ
イ
ス
や

端
止
め
に
挑
戦
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
作
業
再
開
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
明
日
の
作
業
の
た
め
に
、
ナ
タ

を
研
ぐ
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
少
し
早
い
が
、
終
了
、
解
散
。

三
日
目

88888
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋

に
集
合
。
講
師
挨
拶
の

あ
と
、
現
場
へ
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
初
日
に
続
い
て
キ
ャ

タ
ト
ラ
一
人
集
材
。
積

載
デ
ッ
キ
が
満
載
に
な

る
ま
で
集
材
し
て
、
運

び
出
し
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
小
屋
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
午
後
は
、
集
材
を
考

一つ越して二つ差す

火
の
番
の
お
付
き
合
い
を
。

　
翌
日
は
、
炭
出
し
の
後
、
復
習

で
す
。
保
科
先
生
の
山
林
見
学
・

測
量
・
伐
木
造
材
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
炭
出
し
時
は
マ
ス
ク
・
タ

オ
ル
な
ど
が
必
要
で
す
。
希
望
者

は
炭
を
お
持
ち
帰
り
頂
け
ま
す
の

で
、
米
袋
な
ど
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
で
す
。

ヒ
ノ
キ
林
に
逃
げ
去
っ
た
そ
う
で

す
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と

「
体
長
は
十
五
〜
二
十
セ
ン
チ
・

夜
行
性
・
長
野
県
で
は
天
然
記
念

物
」
と
あ
り
ま
し
た
。
夜
行
性
で
、

し
か
も
わ
り
と
奥
山
に
生
息
す
る

た
め
そ
の
姿
を
見
る
の
は
か
な
り

難
し
い
よ
う
で
す
。

　
さ
て
前
回
わ
れ
わ
れ
が
遭
遇
し

た
の
は
モ
モ
ン
ガ
よ
り
一
回
り
大

き
い
、
夜
行
性
で
同
じ
リ
ス
科
モ

モ
ン
ガ
属
の
空
飛
ぶ
哺
乳
類
、
ム

サ
サ
ビ
で
し
た
。
川
島
班
が
倒
し

た
ス
ギ
を
ね
ぐ
ら
に
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と

林
地
を
走
り
、
近
く
の
ヒ
ノ
キ
の

高
さ
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所
ま

で
上
り
、
そ
こ
で
丸
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
く
ら

い
の
ぬ
い
ぐ
る
み
状
の
か
た
ま
り

で
す
。
木
を
揺
す
っ
て
も
全
然
動

き
ま
せ
ん
。
彼
に
し
た
ら
、
睡
眠

中
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ぶ
ち
壊
さ
れ

て
、
さ
ぞ
迷
惑
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。

　
ま
た
ま
た
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と

こ
ろ
、
体
長
は
三
十
〜
五
十
セ
ン

チ
、
尻
尾
も
同
じ
く
ら
い
の
長
さ

が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
も
に
木
の

実
、
芽
、
葉
、
花
な
ど
の
植
物
食

だ
そ
う
で
す
が
、
時
に
昆
虫
も
食

べ
る
。
飛
行
距
離
は
二
百
メ
ー
ト

ル
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
巣
は
木
の
洞
な
ど
で
す
が
、

里
に
近
い
所
に
も
住
み
、
時
に
人

家
に
住
ん
で
い
る
や
つ
も
い
る
ら

し
い
。
伊
那
市
で
は
春
日
公
園
の

杉
林
に
い
る
と
聞
い
た
事
が
あ
り

ま
す
。
彼
の
安
心
の
新
居
が
も
う

見
つ
か
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す

が
。

　
伊
那
市
界
隈
、
今
年
は
春
か
ら

ク
マ
の
目
撃
情
報
が
絶
え
ま
せ

ん
。
お
も
に
中
央
自
動
車
道
の
西

側
で
す
が
、
八
月
三
十
日
に
は
伊

那
市
の
街
中
に
現
れ
ま
し
た
。
十

二
時
半
こ
ろ
、
伊
那
弥
生
ヶ
丘
高

校
や
伊
那
中
学
校
の
す
ぐ
裏
の
竹

や
ぶ
か
ら
出
て
く
る
の
が
目
撃
さ

れ
、
市
の
広
報
車
が
家
の
外
に
出

な
い
よ
う
呼
び
か
け
、
消
防
車
や

救
急
車
も
来
る
な
ど
、
あ
た
り
は

騒
然
と
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
結
局
Ｋ
Ｏ
Ａ
本
社
の
横
、

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
石
段
で

射
殺
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
メ

ス
の
推
定
二
歳
、
体
長
は
約
一
．

一
メ
ー
ト
ル
。
山
か
ら
は
数
キ
ロ

は
離
れ
て
い
る
し
、
途
中
に
住
宅

地
も
あ
る
の
に
、
ど
こ
を
ど
う

通
っ
て
来
た
の
か
、
不
思
議
で

す
。
動
物
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
見
ら
れ

る
の
は
自
然
が
多
い
、
と
も
言
え

る
の
で
す
が
、
広
域
農
道
で
キ
ツ

ネ
、
タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
轢

死
体
を
見
る
の
は
日
常
茶
飯
事
で

す
し
、
街
中
に
迷
い
込
む
ク
マ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
に
つ
け
、
賢
い

棲
み
分
け
が
出
来
な
い
も
の
か
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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例
年
、
他
よ
り
遅
く
出
る
傾
向
の

あ
る
シ
ロ
で
す
の
で
、
も
う
少
し

出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

狙
い
と
し
て
い
る
新
し
い
シ
ロ
の

確
認
は
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
点

は
ま
た
来
年
に
持
ち
越
し
と
な
り

そ
う
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
う
ち
の
何
本
か
は

収
穫
せ
ず
、
か
さ
が
開
き
、
腐
る

ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
い
て
、

マ
ツ
タ
ケ
の
胞
子
を
周
辺
に
飛
ば

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は「
置
き
マ
ツ
タ
ケ
」
と
言
い
、シ

ロ
を
増
や
す
有
効
な
手
段
な
の
で

す
が
、
す
ぐ
に
成
果
と
な
っ
て
現

れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
が
難
し
い

と
こ
ろ
。

　
整
備
を
始
め
て
か
ら
少
な
く
と

も
五
年
か
か
る
と
言
わ
れ
る
マ
ツ

タ
ケ
。
な
に
よ
り
も
必
要
な
の
は

根
気
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
　「
イ
ン
ト
ラ
　
川
島
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
秋
本
番
。
今
年
は
気
温
も
順
調

に
下
が
り
、
き
の
こ
は
豊
作
の
模

様
。
仕
事
が
手
に
つ
か
な
く
な
り

そ
う
？
　

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　　
マ
ツ
タ
ケ
の
続
報
で
す
。
今
年

は
や
は
り
気
象
条
件
が
良
か
っ
た

た
め
、
伊
那
谷
で
は
豊
作
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
ま
だ
こ
れ

か
ら
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
突

然
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
今
年
の
特
徴
で
、
十
月
十
日
位

を
境
に
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
会
の
山
は
と
い
う
と
、

毎
年
出
て
い
る
シ
ロ
に
つ
い
て
は

豊
作
で
し
た
！
確
認
で
き
た
マ
ツ

タ
ケ
の
本
数
は
十
二
本
。
昨
年
の

二
本
に
比
べ
る
と
そ
の
数
六
倍
。

　
さ
い
た
ま
市
よ
り
通
年
コ
ー
ス

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
堀
江

で
す
。
研
修
で
毎
回
教
え
て
頂
く

事
は
山
守
り
を
目
指
す
？
？
私
に

と
っ
て
　
な
る
ほ
ど
　
と
思
う
事

ば
か
り
で
す
。
山
仕
事
で
の
貴
重

な
情
報
と
技
術
を
体
得
さ
せ
て
頂

き
、
島
﨑
先
生
・
早
川
さ
ん
・
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
入
塾
の
き
っ
か
け
は
、
団
塊
の

世
代
に
生
ま
れ
高
度
成
長
の
中
、

競
争
の
世
界
で
人
生
を
過
ご
し
て

来
た
私
に
と
っ
て
、
子
育
て
も
終

わ
り
定
年
後
は
第
三
の
人
生
と
し

て
、
何
か
社
会
の
お
役
に
立
つ
事

が
出
来
れ
ば
い
い
な
等
と
友
人
と

酒
を
酌
み
交
わ
す
度
に
話
合
う
中

で
、
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

山
が
手
入
れ
さ
れ
ず
に
荒
れ
て
い

る
！
手
入
れ
さ
れ
な
い
林
の
下
に

は
太
陽
光
が
当
た
ら
な
い
為
、
下

草
も
生
え
な
い
の
で
大
雨
が
降
る

と
表
土
が
流
さ
れ
川
が
汚
染
さ
れ

て
い
る
、
日
本
の
最
後
の
清
流
と

言
わ
れ
る
四
万
十
川
も
例
外
で
は

無
い
と
聞
い
た
時
‘
こ
れ
だ
！
’

と
思
い
、
早
速
本
屋
に
行
き
山
の

手
入
れ
に
関
す
る
本
を
探
し
て
い

る
時
に
島
﨑
先
生
の
『
山
造
り
承

り
ま
す
』
と
出
会
い
ま
し
た
。
果

た
し
て
自
分
に
出
来
る
の
か
？
？

で
も
読
ん
で
い
る
内
に
自
分
で
も

出
来
る
の
で
は
と
思
う
様
に
成

り
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
等
で
林
業

に
就
業
希
望
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
が
、
森
林
組
合
へ
の
就
職
は
年

齢
的
な
制
約
で
な
か
な
か
実
現
せ

ず
に
居
た
時
、
会
社
の
早
期
退
職

制
度
の
募
集
も
有
っ
た
の
で
、
今

決
断
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
応
募

し
今
年
一
月
末
で
第
二
の
人
生
を

卒
業
致
し
ま
し
た
。
し
か

し
、い
ざ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
て
求
職
の
申
込
み
を

し
て
も
林
業
に
つ
い
て
は

皆
無
と
言
っ
て
も
良
い
ほ

ど
で
す
。職
業
訓
練
も
有
り

ま
せ
ん
！
で
も
諦
め
ら
れ

な
い
・
・
・
と
考
え
て
い
た

時
『
山
造
り
承
り
ま
す
』
の

中
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
を
思

い
出
し
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

応
募
し
入
塾
に
到
っ
た
次

第
で
す
。

　
さ
て
私
が
生
ま
れ
て
九
歳
ま
で

過
ご
し
た
両
親
の
実
家
は
、
栃
木

県
と
の
県
境
の
村
で
昨
年
ま
で
は

茨
城
県
那
珂
郡
美
和
村
（
現
：
常

陸
大
宮
市
）
と
い
う
山
村
に
有
り

ま
す
。
幼
心
に
季
節
毎
に
山
に
は

ワ
ラ
ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
・
ウ
ド
等
の

山
菜
や
木
い
ち
ご
・
グ
ミ
・
く
り
・

ア
ケ
ビ
等
の
果
実
、
ま
た
色
々
な

き
の
こ
・
自
然
薯
と
言
っ
た
自
然

の
恵
み
が
豊
富
に
有
っ
た
様
に
覚

え
て
い
ま
す
。
で
も
今
は
広
葉
樹

林
も
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い

為
、
篠
や
笹
類
が
繁
茂
し
人
が
容

易
に
立
入
る
事
も
出
来
な
い
様
な

有
様
。
又
広
葉
樹
を
伐
っ
て
人
工

林
に
し
た
杉
や
桧
の
林
も
材
価
の

下
落
と
過
疎
化
に
よ
る
高
齢
化
に

よ
っ
て
手
入
れ
さ
れ
ず
昼
間
で
も

薄
暗
い
林
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
見

受
け
ら
れ
る
日
本
の
里
山
の
標
準

的
な
荒
れ
た
状
態
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。
当
然
、
夏
休
み
に
泳
い

だ
川
も
山
に
水
源
涵
養
力
が
無
く

な
っ
て
来
て
い
る
為
、
水
量
が
少

な
く
な
り
、
川
底
の
石
も
泥
の

中
、
棲
む
魚
も
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
現
象
は
日
本
の
い
た
る

所
で
見
受
け
ら
れ
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　
い
ま
森
林
の
大
切
さ
は
国
民
の

全
て
が
承
知
し
て
い
る
事
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
森
林
が
海
を
育
む
の
で
漁
業

を
生
業
と
す
る
人
た
ち
が
山
に
植

林
を
行
い
、
森
林
浴
で
街
の
生
活

に
疲
れ
た
人
た
ち
は
心
癒
さ
れ
、

ま
た
地
球
温
暖
化
の
原
因
物
質
で

あ
る
Ｃ
Ｏ
２
も
国

民
の
共
有
財
産
で

あ
る
　
森
林
　
の

活
性
化
に
よ
っ
て

依
り
多
く
吸
収
さ

れ
る
事
と
成
り
ま

す
。
補
助
金
に
頼

ら
ず
自
立
出
来
る

林
業
、
労
働
に
見

合
っ
た
収
入
が
得

ら
れ
る
林
業
が
構
築
さ
れ
れ
ば
若

い
労
働
力
も
容
易
に
確
保
出
来
、

将
来
に
渡
り
『
み
ど
り
豊
か
な
森

林
・
美
し
い
国
日
本
』
が
維
持
出

来
て
行
く
と
考
え
ま
す
が
、
国
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
　
森
林
　
を

管
理
す
る
方
法
を
ど
な
た
か
真
剣

に
考
え
て
頂
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
は
多
く
の
企
業
・
団
体
が

森
林
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
再

生
・
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
聞
き
ま
す
が
、
な
お
依
り
一
層

の
森
林
の
活
性
化
、
ま
た
手
遅
れ

に
成
り
掛
け
て
い
る
人
工
林
・
天

然
再
生
林
の
資
源
回
復
・
活
性
化

の
為
に
政
治
・
行
政
の
さ
ら
な
る

関
わ
り
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
勝

ち
組
・
負
け
組
だ
の
、
な
ん
て
そ

ん
な
小
さ
な
事
等
、
ど
う
で
も
良

い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
生
ま
れ

育
っ
た
国
を
愛
せ
な
い
人
間
な
ん

て
居
る
は
ず
が
有
り
ま
せ
ん
。
日

本
に
生
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
！

日
本
に
育
っ
て
幸
せ
だ
！
と
国
民

の
誰
も
が
実
感
出
来
る
『
み
ど
り

豊
か
な
森
林
・
美
し
い
国
日
本
』

を
近
未
来
に
実
現
す
る
為
！
！

　
最
後
に
、
団
塊
の
世
代
の
私
に

活
動
す
る
時
間
は
多
く
残
さ
れ
て

は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
身
体
は
綾
小
路
君

磨
呂
の
漫
談
の
通
り

で
上
向
き
の
物
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
！
で

も
気
持
ち
だ
け
は
万

年
青
年
の
つ
も
り
な

の
で
気
持
ち
で
引
っ

張
っ
て
行
け
ば
十
年

か
ら
十
五
年
位
は
使

え
る
？
？
か
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
森
林
の
活
性
化
の
為
、
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
子
供
た
ち
の
為

に
、
仲
間
や
後
進
も
探
し
な
が
ら

山
守
り
（
炭
焼
き
含
）
を
目
指
し

百
年
後
の
森
林
の
様
子
を
夢
見
な

が
ら
活
動
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
気
持
ち
だ
け
が
先
走

り
取
り
留
め
の
無
い
内
容
で
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
宜
し

く
御
願
い
致
し
ま
す
。
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